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  (百万円未満切捨て)

１．平成28年３月期第３四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第３四半期 29,556 △0.3 8,159 1.3 8,297 △3.3 5,805 △2.5 

27年３月期第３四半期 29,646 0.8 8,054 △12.8 8,582 △12.4 5,953 △15.0 
 
（注）包括利益 28年３月期第３四半期 5,505 百万円 （△35.2％）   27年３月期第３四半期 8,494 百万円 （5.0％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年３月期第３四半期 441.08 440.95 

27年３月期第３四半期 405.58 404.65 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年３月期第３四半期 52,340 48,130 91.9 3,756.84 

27年３月期 53,899 48,562 90.0 3,516.43 
 
（参考）自己資本 28年３月期第３四半期 48,076 百万円   27年３月期 48,516 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年３月期 － 40.00 － 40.00 80.00 

28年３月期 － 40.00 －     

28年３月期（予想）       40.00 80.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 40,000 0.9 11,000 2.1 11,000 △2.2 7,600 △4.1 593.89 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  -社  （社名）― 

除外  -社  （社名）― 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年３月期３Ｑ 18,232,897 株 27年３月期 18,232,897 株 

②  期末自己株式数 28年３月期３Ｑ 5,435,807 株 27年３月期 4,435,687 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期３Ｑ 13,161,252 株 27年３月期３Ｑ 14,679,193 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了していません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

(将来に関する記述等についてのご注意) 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

(四半期決算補足説明資料の入手方法について) 

当社は、平成28年1月25日(月)に機関投資家及びアナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布する

四半期決算説明資料については、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 

 

(金額の表示単位の変更について) 

当社の四半期連結財務諸表に表示される科目その他の事項の金額は、従来、千円単位で記載しておりましたが、第１

四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしました。 

なお、比較を容易にするため、前連結会計年度及び前第３四半期連結累計期間についても百万円単位に組替え表示し

ております。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国市場は個人消費が堅調に推移し、緩やかな拡大基調を維持

しました。一方で懸案であった利上げの実施が、今後の米国及び世界経済に与える影響が懸念されています。中国

市場は景気減速に対する施策として政府が実施した追加金融緩和は一時的な効果があったものの、景気減速を食い

止めることはできず、経済の減速傾向がより鮮明となりました。新興国市場においては中国経済減速の影響を強く

受け、景気の下押し懸念が浮上しました。また、世界的な原油価格の下落、地政学的リスクによる世界経済の混乱

が懸念され、依然として先行き不透明な状況が続いています。わが国経済は個人消費においては低調に推移したも

のの、企業業績は緩やかな改善基調となりました。しかしながら、今後も中国を中心としたアジア近隣諸国の景気

減速、世界経済の下振れが懸念されており、景気の先行きは予断を許さない状況が続いております。

 

 このような状況の中、当社グループでは、さらなる成長を目指すため、以下を今期の経営基本方針として取り組

んでおります。

 

1. Growth Oriented/成長志向

2. Global Optimization/グローバル最適化

3. Cost Reduction/コスト削減

 

 また、上記経営基本方針の下、グローバル競争の激化、当社を取り巻く環境の変化に迅速に対応すべく、次の重

点推進事項を進めることにより企業価値の向上及び株主価値の拡大を目指してまいります。

 

1. 広い事業基盤の構築

2. 技術の先鋭化

3. グローバル顧客対応力の強化

 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は29,556百万円（前年同期比0.3％減）となり、連結営業利

益は8,159百万円（前年同期比1.3％増）、連結経常利益は8,297百万円（前年同期比3.3％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は5,805百万円（前年同期比2.5％減）となりました。

 

 各セグメントの業績概況は次のとおりであります。

 

「エンプラ事業」

 当社主力製品であるプリンター用部品は市場競争による価格下落圧力が継続し、また、自動車用部品は世界の自

動車市場の拡大が一服したものの、当社の製品販売は堅調に推移しました。この結果、当第３四半期連結累計期間

の連結売上高は9,691百万円（前年同期比5.5％増）、セグメント営業利益は496百万円（前年同期は97百万円のセ

グメント営業損失）となりました。

 

「半導体機器事業」

 当社が戦略地域として取り組んでいる台湾市場は堅調に推移し、当社バーンイン/テストソケットともに車載、

産業用途を中心に主要顧客への販売が増加しました。円安効果もあり、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は

6,628百万円（前年同期比7.7％増）、セグメント営業利益は1,354百万円（前年同期比38.7％増）となりました。

 

「オプト関連事業」

 主力のLED用拡散レンズは、新製品開発の前倒しを行ってきたものの、主要顧客の販売が伸びず、中国地域戦略

の進捗遅れもあり、低調に推移しました。光通信関連の光学デバイスは新興国を中心としたスマートフォン需要拡

大を背景に、クラウド・サーバー市況が堅調に推移したため、受注が増加しました。この結果、当第３四半期連結

累計期間の連結売上高は13,237百万円（前年同期比7.5％減）、セグメント営業利益は6,307百万円（前年同期比

12.1％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は52,340百万円となり、前連結会計年度末比1,558百万円の減少と

なりました。流動資産につきましては874百万円減少しました。主な変動要因は有価証券で800百万円、原材料及び

貯蔵品で385百万円増加したものの、現金及び預金で1,231百万円、その他で859百万円減少したことによるもので

す。固定資産につきましては683百万円減少しました。主な変動要因は有形固定資産で454百万円、無形固定資産で

76百万円、投資その他の資産で153百万円減少したことによるものです。

 負債は4,210百万円となり、前連結会計年度末比で1,126百万円の減少となりました。流動負債につきましては

1,030百万円減少しました。主な変動要因は買掛金で566百万円、賞与引当金で274百万円、その他で105百万円減少

したことによるものです。固定負債につきましては96百万円減少しました。主な変動要因は長期借入金で100百万

円減少したことによるものです。

 純資産は48,130百万円となり、前連結会計年度末比431百万円の減少となりました。主な変動要因は自己株式で

4,881百万円、利益剰余金で4,741百万円それぞれ増加したものの、為替換算調整勘定で435百万円減少したことに

よるものです。その結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は91.9％となり、前連結会計年度末比で

1.9ポイント増加しております。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年４月28日に公表しました連結業績予想から修正は行っておりません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。)、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 23,525 22,294 

受取手形及び売掛金 7,462 7,487 

有価証券 4,500 5,300 

製品 826 789 

仕掛品 584 625 

原材料及び貯蔵品 795 1,180 

その他 2,220 1,360 

貸倒引当金 △9 △8 

流動資産合計 39,905 39,030 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,357 3,244 

機械装置及び運搬具（純額） 2,946 2,751 

土地 2,946 2,915 

その他（純額） 1,322 1,207 

有形固定資産合計 10,573 10,119 

無形固定資産    

のれん 209 172 

ソフトウエア 616 619 

その他 49 7 

無形固定資産合計 875 799 

投資その他の資産 2,545 2,391 

固定資産合計 13,993 13,310 

資産合計 53,899 52,340 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 1,743 1,177 

1年内返済予定の長期借入金 199 150 

未払法人税等 560 531 

賞与引当金 653 378 

役員賞与引当金 150 145 

その他 1,666 1,560 

流動負債合計 4,974 3,944 

固定負債    

長期借入金 100 － 

退職給付に係る負債 19 21 

役員退職慰労引当金 14 21 

その他 227 221 

固定負債合計 362 265 

負債合計 5,337 4,210 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,080 8,080 

資本剰余金 7,559 7,569 

利益剰余金 39,566 44,307 

自己株式 △9,107 △13,988 

株主資本合計 46,098 45,968 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 233 364 

為替換算調整勘定 2,177 1,741 

退職給付に係る調整累計額 7 2 

その他の包括利益累計額合計 2,418 2,108 

非支配株主持分 45 53 

純資産合計 48,562 48,130 

負債純資産合計 53,899 52,340 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 29,646 29,556 

売上原価 13,827 13,425 

売上総利益 15,819 16,131 

販売費及び一般管理費 7,765 7,971 

営業利益 8,054 8,159 

営業外収益    

受取利息 24 29 

受取配当金 13 16 

為替差益 353 67 

スクラップ売却益 93 89 

その他 78 78 

営業外収益合計 563 281 

営業外費用    

固定資産賃貸費用 28 24 

持分法による投資損失 － 105 

その他 6 13 

営業外費用合計 34 143 

経常利益 8,582 8,297 

特別利益    

固定資産売却益 15 21 

その他 2 － 

特別利益合計 17 21 

特別損失    

固定資産売却損 2 21 

特別損失合計 2 21 

税金等調整前四半期純利益 8,598 8,297 

法人税、住民税及び事業税 2,120 2,229 

法人税等調整額 520 249 

法人税等合計 2,640 2,478 

四半期純利益 5,957 5,818 

非支配株主に帰属する四半期純利益 3 13 

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,953 5,805 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 5,957 5,818 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 91 130 

為替換算調整勘定 2,382 △438 

退職給付に係る調整額 63 △5 

その他の包括利益合計 2,537 △312 

四半期包括利益 8,494 5,505 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 8,486 5,494 

非支配株主に係る四半期包括利益 8 11 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成26年12月11日、平成27年１月30日及び平成27年５月29日開催の取締役会決議、並びに平成27年３月30

日の取締役会に替わる書面決議に基づき、自己株式1,012,600株の取得を行いました。この結果、当第３四半期連結

累計期間において自己株式が4,908百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が13,988百万円と

なっております。

 

（重要な後発事象)

 該当事項はありません。
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